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第 223 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『継続の大切さ』 〜 視野の広さをもって 対話する場 〜 

 

2023 年 12 月 16 日『お茶の水 がん哲学外来・メディカルカフェ in OCC(お茶の水クリスチ

ャン・センター) 11 周年記念講演 ＆ Christmas Concert』に赴いた（画像）。 個人面談

の時も与えられた。 大変有意義な貴重な時となった。 

 

『お茶の水 がん哲学外来・メディカルカフェ in OCC』は、東日本大震災の 2011 年に創設

準備がなされ、2012 年に当時 OCC 副理事長であった 今は亡き榊原寛(1941-2020)先生が始

められた。来年(2024 年)に、『12 周年記念誌』が編集長：山崎智子先生と編集委員：青木

美由紀様、増田謙様で企画製本されることが決定された。 『継続の大切さ』を実感する日々

である。ただただ感謝である。  

 

12 月 17 日は、2008 年に CAJ(クリスチャン アカデミー イン ジャパン)でスタートした『東

久留米がん哲学外来・カフェ』である。 

【“がんの悩みを 心おきなく話したい”お茶を飲みながら、患者さん、ご家族、お友達、

医療者が対話する場です。 並行して、樋野興夫先生との個別面談を行っています。(無料・

要予約）】と謳われている。 早、15 年が経過した。 

 

その後、2007 年から始めている『読書会』(イースト サイド カフェ & ダイニング（於い

て)に出席する。【新渡戸稲造『武士道』(岩波文庫、矢内原忠雄訳)と内村鑑三『代表的日

本人』 (岩波文庫、鈴木範久訳)を交互に読み進めております。リーダーは順天堂大学名誉

教授・新渡戸稲造記念センター長の樋野興夫先生です。 樋野先生のユニークでわかりやす

い解説とさり気なく語られるメッセージに励まされ、人生の生きる意味をあらためて考える

ひとときになります。どなたでもご参加いただけます。 みなさまの参加をお待ちしており

ます。】と紹介されている。 これが、今の各地の『がん哲学外来・カフェ』に繋がった。 

 

12 月 17 日の『読書会』の箇所は、新渡戸稲造著【『武士道』の『緒言』】である。 今回

の『読書会』の音読担当は木戸良江氏である。  

1905 年の『緒言』で William Elliot Griffis(1843-1928）は、新渡戸稲造の『武士道』を

『把握、洞察、ならび視野の広さをもって 優雅にかつ力強く書き現した』と記述している。  
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